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叙

勲

V
勲
三
等
瑞
宝
章

魚
津
市
大
{
子
大
海
寺
野
村
二
二
九
四

番
地
の
七
後

藤

信

義

〈
初
歳
〉

〔
功
績
〕
昭
和
白
年
か
ら
は
ω
年
ま
で
の
お
年
間

に
わ
た
り
、
簡
易
裁
判
所
判
事
と
し
て

職
務
を
公
正
に
ま
っ
と
う
さ
れ
た
。

V
勲
三
等
瑞
宝
章

魚
津
市
木
下
新
六
六
五
三
番
地

関

口

秀

雄

〈
η
歳〉

〔
功
績
〕
永
年
に
わ
た
り
各
種
農
業
団
体
の
役

員
を
務
め
、
農
業
経
営
発
展
と
農
業
振

輿
に
尽
く
さ
れ
た
。

V
勲
五
等
瑞
宝
章

魚
津
市
吉
野
一

O
一
番
地

浦

田

三

郎

〈
初
歳
〉

(
功
績
〕
永
年
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
た
。

V
勲
五
等
瑞
宝
章

魚
葎
市
本
喧
一
丁
目
四
番
六
号

安

田

倫

蔵

〈
η
歳〉

〔
功
績
〕
永
年
に
わ
た
り
、
民
事
及
び
家
事
調

停
釆
苔
貝
と
し
て
、
調
停
制
度
の
た
め
に

尽
く
さ
れ
た
。

ー
敬
称
略
|

V
黄
綬
褒
章

魚
津
市
新
金
屋
一
丁
目
一
番
十
一
号

掌

森

忠

信

〈
印
歳
〉

〔
功
績
〕
日
本
海
電
業
会
社
を
創
立
し
、
電
気

工
事
や
消
防
設
備
の
業
界
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
。

富
山
県
知
事
表
彰

V
技
能
功
労
(
漆
工
)

魚
津
市
新
金
屋
一
丁
目
一
番
五
号

関
井
豊
三

〈
九
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
、
卓
越
し
た
技
能
で

漆
器
製
造
業
に
精
励
、
後
継
者
の
指
導

育
成
に
尽
く
さ
れ
た
。

V
統
計
功
労

魚
津
市
青
島
八
八
一
番
地

西
尾
順
之
助

〈
乃
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は
じ

め
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
、
正
確
で

迅
速
な
調
査
の
推
進
に
尽
く
さ
れ
た
。

V
教
育
功
労
(
社
会
教
育
)

魚
津
市
友
道
二
一
八

O
番
地

北
僚
正
紹

〈
ω歳〉

永
年
に
わ
た
り
、
図
書
館
並
び
に
関

係
団
体
の
要
職
に
あ
っ
て
、
図
書
館
運

営
の
振
興
、
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
表
彰

V
優
良
社
会
教
育
機
関

魚
津
市
村
木
公
民
館
長
高
見
清
一

市
街
地
に
お
け
る
市
民
連
帯
意
識
の

高
揚
を
目
指
し
、
公
民
鐘
事
業
を
通
じ

て
生
涯
教
育
の
推
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
形
成
に
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
。

日
年
度
請
負
工
事
発
注
状
況

9
月
四
日
か
ら
日
月
初
日
現
在

で
、
請
負
額
三
千
万
円
以
上
、
九

千
万
円
未
満
の
工
事
は
次
の
と
お

り
で
す
。

魚
津
市
営
住
宅
住
吉
田
地
新
築
工
事

・
契

約

日

月

日

日

・
請
負
額
三
千
五
十
万
円

・
請
負
者
共
同
建
設
鮒

・
工

期

日

月

ロ

日
j

u年
3
月
日
日

市
政

市
議
会
臨
時
会
は
、
日
月
日
日
開
か
れ
、
次
の
議
案
を
審
議
可

決
し
た
ほ
か
決
算
関
係
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

し
て
、
次
固
ま
で
継
続
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

・
日
年
度
継
続
費
精
算
報
告
書
に

つ
い
て

継
続
審
議
と
な
っ
た
議
案

-
日
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

-
日
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
・
日
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

・
日
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

・
日
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

・
日
年
度
水
族
館
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
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動
車
化
の
進
む
中
で
、
幅
員

が
せ
ま
く
、
か
つ
老
朽
化
が

激
し
く
、
非
常
に
危
険
で
あ

っ
た
の
で
、
市
道
三
ケ
宮
津

線
の
橋
梁
整
備
事
業
と
し
て
、

総
事
業
費
一
億
二
千
五
百
五

十
三
万
九
千
円
を
投
じ
、
幅

員
九
・
七
五
メ
ー

ト
ル
(
歩
道
二
・

五
メ
ー
ト
ル
を
含

む
)
、
橋
長
三
十
メ

ー
ト
ル
の
橋
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
宮
津
橋
の

完
成
は
、
地
元
住

畏
の
悲
願
で
あ
り
、

今
後
は
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
、
地
域
の

発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
津
橋
完
成

富
津
橋
(
通
称
学
校
橋
)
は
、
昭
和

初
期
に
建
設
さ
れ
宮
津
と
慶
野
を
結

ぶ
生
活
・
通
学
路
の
橋
と
し
て
、
地
域

の
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
が
、
自

@置冨掴霊，

始
の
突
通
安
全
県
民
運
動
実
施
グ

緊急に職を探しています.グ
(求職情報)

実
施
期
間

ロ
月
刊
日
働
か
ら

1
月
叩
日
制
ま
で

晴れの叙勲と褒章….....................2

宮津橋完成・・・・・…・..........・・・・・…・・・・・・3

知って欲しい市の台所・一……・・・ 4 ~5

早月川緑地計画 ・

魚津市水道事業の状況…・・・…… 6~ア

冬将軍の到来…・・・・・・…・・・……...…・・・8
第21口市美術展受賞者…-一…・・・……9

年末年始の防火 ・防犯………………10
みんなのねんきん・....................・・・竹

あなだの国保・.............................12 

みんなのスポーツ.....................・・・13
あなだと図書館・....................・・・・・・14
3保健だより……………………………15iお知らせ 16~17 
新水族館展示コーナー紹介⑤・・・・・・・・・旬

表紙・楽しい歌を美しい歌を.グ
f iF-

師
走
に
入
り
、
何
か
と
忙
し
さ
が

目
に
付
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も

つ
い
不
注
意
に
な
り
が
ち
で
事
故
も
急

増
し
ま
す
。
お
互
い
に
、
つ
ぎ
の
点
に

特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

O
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
週
き
と
わ
き
見

運
転
追
放

O
飲
酒
運
転
の
追
放

O
積
雪
凍
結
時
の
安
全
運
転

O

シ
lト
ベ
ル
ト
の
着
用

希望戦績 年齢 性別 校居下住 希望賃金 前 際学歴 免 Z午

総務経理 58 男 魚I掌 20珊 企金業融事務及42び年 実高 普 免

事企画務調査 51 H 11 125百四 企画調査13年 大卒 普 免

労務管理 65 H 11 112JiP1 議韓!笠旧中卒 社会保険労務士

一般事務 60 11 11 110JiPI 事務40年 旧中卒 バイク

パ 手ス 31 H 11 115万円 パス運転1年 高卒 大型 2種運転

製造工程 55 11 M 15JiP1 電炉39年 高小卒 バイク

薬剤師 27 女 本江 15Ji円 臨技床師検4査年 大卒 薬臨床剤検師査技締

調理師 37 11 本町 10万円 事3務年禽師 各種学校 調理師

事務員 25 H 寺大野海8万5千 事務 l年 高卒 珠普 算 2 級免

11 36 H 北鬼江8万5千 事務5年 高卒 珠普 算 3 級免

11 24 H 上村木7万5千 事務4年 短大卒 珠普 算 3 級免

11 24 H 蛇図 8万5千 事務5年 高卒 ベ普免ン字珠2算級3級

庖員 26 H 道坂 8万円 縫11110年 中1(.普 免

H 26 H 本江7万5千 検査11年 中卒普 免

単労 38 H 野天神新 8万円 横プ手ロ元ック 中卒普 免

11 37 11 寿町7万5千 ーフ工ァス4年ナ 中卒 11 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
職
業
安
定
所
(
宮
⑮
0
3
6
5
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経由少女合唱団代表 小柳和行

経田少女合唱団です。名前の通り子

供の合唱団です。しかも女の子ばかり

の合唱団です。みんなで獣う楽しさを

求めて. 5年前に作られましだ。現在
メンバーは27人，みんなすてきな仲間
です。練習場所は経田公民館，みんな

宿題とか塾の合聞をぬって練習にきま

す。石田小学校からも電車に棄って，

5人の仲間ガ欠かさずやってきます。
魚津市のはずれで活動しているので，

地昧なようですガ，幸運にも，テレビ

やラジオ，あちこちの演奏会などに出

演して，けっこう忙しく，楽しくやり

ガいのある合唱団です。特に10月21日，
NHK第一般送で，私疋ちの歓ガ全国

に流れだことは，忘れられない記念に

なりましだ。単狙の発表会も，つい先

日，竹月22日に第4回目を魚津市民会
館で行いまし定。

小学校3年~高校3年まで，年齢の
違う仲間の集まりですが，みんな繍快

に.5回目の記念演奏会に向って，張
り切っています。

練習日火曜日6時~7時 l
}経団公民館

金曜日7時~8時 j

連絡先②2627原・ @3104小柳

(3) 
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公表された、56年度上半期(4月1日から9月30日まで)の市の財政状況

日
年
度
上
半
期
(
日
年
4
月
1
日
1
日
年
9
月
初

日
)
の
市
の
財
政
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
市
の
収
入

・
支
出
の
状
況
な
ど
財
政
状
態
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
6
月
と
ロ
月
の
2
回
公
表
さ
れ
る

も
の
で
す
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
当
初
予
算
と
補
正

日
年
度
当
初
予
算
は
八
十
四
億
七
百
五
十
万
円
で

前
年
度
当
初
予
算
八
十
三
億
八
千
五
百
五
十
万
円
と

比
較
し
て

M
%
の
伸
び
率
で
し
た
。
そ
の
後
3
回
の

補
正
に
よ
り
、
八
十
八
億
八
千
三
百
四
十
五
万
円
と

な
っ
た
が
、
前
年
度
繰
越
事
業
費
繰
越
額
(
青
島
保

育
園
増
改
築
事
業
ほ
か
3
件
)
六
千
九
百
十
四
万
円

を
加
え
、
八
十
九
億
五
千
二
百
五
十
九
万
円
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
昨
年
同
期
の
九
十
億
四
千
三
十
一
万
円

と
比
較
し
て

1
%
の
減
少
で
あ
り
ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の
・
歳
入
の
主
な
も
の

日
年
度
上
半
期
の
歳
入
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

市
税
四
千
二
百
二
十
七
万
九
千
円
、
地
方
交
付
税
三

千
七
百
十
三
万
三
千
円
、
分
担
金
及
び

負
担
金
四
千
三
百
二
十
三
万
八
千
円
、

国
庫
支
出
金
五
千
七
百
二
十
三
万
円
、

寄
附
金
三
千
三
百
九
万
六
千
円
、
繰
越

金
一
億
二
千
六
百
四
十
三
万
七
千
円
、

市
債
六
千
八
百
十
万
円
な
ど
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
三
千
三
百
万
円
、
農
村
総
合
モ
デ
ル

事
業
二
千
七
十
七
万
円
、
県
単
土
地
改

良
事
業
二
千
六
百
九
十
七
万
四
千
円
、

団
体
営
農
道
整
備
事
業
一
千
二
十
三
万

日圏%
予収 収
入入

支支
出出
済割
額合

算

書真

二
千
円
、
農
用
地
利
用
増
進
特
別
対
策

事
業
五
千
二
百
二
十
八
万
円
、
自
給
飼

料
生
産
総
合
振
興
事
業
一
千
五
百
六
十

七
万
五
千
円
、
地
域
農
業
生
産
総
合
振

興
事
業
ム
一
億
四
千
六
十
九
万
一
千
円
、

市
道
住
吉
大
光
寺
線
外
一
路
線
整
備
事

業
二
千
七
百
五
十
七
万
二
千
円
、
消
融

雪
装
置
整
備
事
業
二
千
万
円
、
市
道
改

良
事
業
一
千
五
百
万
円
、
市
道
舗
装
事

業
一
千
五
百
万
円
、
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
購

入
費
一
千
八
十
万
円
、
河
川
補
修
費
一

千
百
万
円
、
馬
出
町
友
道
線
道
路
改
良

事
業
九
千
二
百
六
十
万
一
千
円
、
総
合

9月末における収支状況

(4) 

公
園
築
造
費
一
千
二
百
三
十
九
万
九
千

円
、
運
動
公
園
築
造
費
五
千
七
十
五
万

円
、
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
ム

五
千
三
百
九
十
万
七
千
円
、
早
月
川
緑

地
公
園
築
造
事
業
ム
八
百
三
十
万
円
、

都
市
下
水
路
整
備
事
業
八
百
五
十
八
万

九
千
円
、
青
島
保
育
園
環
境
整
備
事
業

八
百
二
十
四
万
円
、
現
年
農
林
水
産
施

設
災
害
復
旧
費
二
千
二
百
三
十
九
万
七

千
円
、
現
年
土
木
災
害
復
旧
費
三
千
万

円
、
な
ど
が
増
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
9
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

市民の市税負担状況
人口 50，042人

世帯数 13，166世帯
(昭和56年 9月30日現在)

の他

10，500千円

軽 自 動車 税
17，978千円

電気 税
145，000千円

市た ばこ消費税
168，000千円

固定 資 産税
l，171，601千円

市民税
1，529，200千円

100% 90 80 70 60 50 40 30 20 10 

209円

359円

そ

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 

2，897円

797円

1，365円

1110 9 8 7 6 5 4 3 2 

11，013円
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市債の状況 (9月末)

13憶95，241千円

13憶29，164千円

債

債

育

木

教

土

企建設中の東部中学校

市債総額 51億35，013苫

住民1人当り負担額 102，614円

大 29憶92，291千円省蔵

市有財産の状況

土 士也 建 物
568，166m2 132，659m2 

tす ぜ陸場
有価証券その他 基 金
64，704，000円 451，065，795円

覆参 醤誇

一
時
借
入
金
な
し

9憶53，949千円

4憶79，687千円北陸銀行

省政郵

特別会計予算執行状況 (9月末)

会計区分 予算額
執 rf 状: 1兄

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

千円 千円 % 千円 % 

下水道 事 業 27，623 33，422 12.4 3，789 13.7 

簡易水道 事 業 11，986 6，873 57.3 7，034 58.7 

国民健康保険事業 201章57，735 6也59，337 32.0 6健72，834 32.7 

農業共済 事 業 1a46，734 74，765 50.9 39，772 27.1 

水族館 事 業 2也18，238 2也03，047 93.0 96，421 44.2 

計 24惚62，316 9a47，444 38.5 8a19，850 33.3 

歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 

議 ~ 費 l也51，460 70，881 46.8 

総 務 費 111.t65，123 61.t乙3，144 53.4 

民 生 費 201.t94 ，356 81車87，151 42.3 

衛 生 費 2惚76，355 1偉27，439 46.1 

労 働 費 1a35，972 68，920 50.6 

農林水産業費 111.t53 ，861 21車71，234 23.5 

商 工 費 21.t67 ，959 2也43，117 90.7 

土 木 費 11也83，214 21.t74 ，799 23.2 

t肖 防 費 2惚01，638 86，690 42.9 

教 育 費 15健53，931 61.t78，316 43.6 

災 三Eコz 復 |臼 費 11.t06，140 21，325 20.0 
/品、，、i イ寅 費 61.t11 ，586 21.t82 ，879 46.2 

諸 支 出 金 1，000 886 88.6 

予 4穏 費 50，000 

計 89億52，595 361.t36 ，781 40.6 

56年度一般会計収支状況 (9月末)

区 分 予算額 収入済額 収入割合

千円 千円 % 

市 税 30也42，279 15!t30，654 50.3 

j:t包 方 譲 与 税 80，000 20，591 25.7 

娯楽施設利用税交付金 15，000 5，422 36.1 

自動車取得税交付金 70，000 23，897 34.1 

I也 方 交付税 14也72，133 11a11 ，404 75.5 

交通安全対策特別交付金 5，000 

分担金及び負担金 31.t26 ，681 1惚23，242 37.7 

使用料及び手教料 21.t02，375 72，101 35.6 

国 庫 支 出 金 15a21，473 51.t14，328 33.8 

県 支 出 金 81.t36 ， 788 2a05，649 24.5 

財ー 産 収 入 75，992 38，080 50.1 

寄 附 金 36，696 3，597 9.8 

繰 越 金 1億99，432 1惚99，432 100.0 

諸 収 入 31.t81 ，246 96，533 25.3 

市 {貨 61.t87，500 22，200 3.2 

言十 89惚52，595 39惚67，130 44.3 

(5) 

歳入
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ソフトポール場

市
民
の
健
康
と
体
力
づ
く
り
や
、
高
ま
る
ス
ポ
ー
ツ

熱
に
こ
た
え
、
ま
た
憩
い
の
場
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

そ
し
て
散
策
等
が
で
き
る
早
月
川
緑
地
を
次
の
よ
う
に

計
画
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
早
月
川
右
岸
の
河
川
敷
で

吉
野
地
先
か
ら
下
流
へ
向
け
て
一
ニ
ヶ
地
先
ま
で
延
長
一

五
0
0メ
ー
ト
ル
、
平
均
巾
六

0
メ
ー
ト
ル
、
面
積
約

九

・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
日
年
度
か
ら

ω年
度
ま
で

の
5
か
年
計
画
で
事
業
費
約
四
億
二
千
万
円
を
か
け
て

次
の
よ
う
な
施
設
を
築
造
し
ま
す
。

市水道事業の状況

A早月川緑地計画の一部

56年度上半期の水道事業会計の業務状況が公表
されたのでお知らせします。

。
業
務
の
状
況

(
九
月
末
現
在
)

給
水
人
口
一
二
三
、
七
七
七
人

給
水
戸
数
八
、
六
六
一
戸

給
水
量
一
、
五
六
三
、
八
六
二
立
方
灯

。
会
計
の
状
況

(
九
月
末
現
在
)

日
年
9
月
末
の
損
益
収
支
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す。

(6) 

% 

科 目 予算額 収入額 割合

収 給水収益 274，409 148，000 53.9 

受託工事収益 110，593 13，212 1l.9 

入 その他収益 5，783 5，629 97.3 

メ口入 5十 390，785 166，841 42.7 

科 目 予算額 支出額 割合

支 給水費用 92，555 33，190 35.8 

受託工事費 105，993 7，115 6.7 

総 係 費 82，762 37，305 45.0 

出 その他費用 93，757 43，087 45.9 

メE入3 計 375，067 120，697 32.1 

損益収支状況
千円 千円

。
建
設
改
良
工
事

今
年
度
は
建
設
改
良
工
事
と
し
て
事
業
費
二
億
六
二

六
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
九
月
末
ま
で
に
主
な

も
の
と
し
て
次
の
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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士暴

O
県
道
富
山
魚
津
線
配
水
管
布
設
工
事

四
九
二

μ

一
千
万
円

O
市
道
村
木
3
号
線
配
水
管
布
設
工
事

一
七
四
灯

四
一
七
万
円

O
馬
出
町
友
道
線
配
水
管
布
設
工
事

四
二
六
幻

六
一
五
万
円

ゲートポール場(4面)

O
多
目
的
広
場
ゾ
l
ン

-

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
一

サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー

-

等
が
で
き
ま
す
。

一

O
コ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

恥

テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ

1

4

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゲ

恥
に
』

L
三

-

-

…
水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
/

l
ト
ボ
l
ル
等
が
で
き
ま

司

、

I

'

/

/

す
。

-
。
水
道
管
や
蛇
口
の
破
裂
に
注
意

O
舗
装
広
場
ゾ
l
ン

一

気
温
が
氷
点
下
に
な
り
ま
す
と
水
道

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
、

-
が
凍
っ
て
破
裂
し
ま
す
か
ら
、
水
道
管

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
自
転

一
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は

車
練
習
等
が
で
き
ま
す
。

恥
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道

O
林
間
利
用
ゾ
l
ン

一
管
や
蛇
口
の
部
分
は
、
保
温
材
を
と
り

緑
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

』

つ
け
水
道
の
水
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
し

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
の
自
然

一
ま
し
ょ
う
。

林
が
自
生
し
て
い
る
の
で

-
O水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

こ
れ
を
利
用
し
て
キ
ャ
ン

一

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ

l
プ
を
し

プ
場
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
、

-

っ
か
り
と
巻
き
つ
け
て
、
応
急
手
当
を

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
等
を
計

一
し
て
か
ら
、
速
や
か
に
市
水
道
局
か
指

画
し
て
い
ま
す
。

一
定
工
事
庖
へ
連
絡
し
修
理
を
し
て
く
だ

叫
さ
い
o

-
。
水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

一

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

』
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と

刊
か
し
ま
す
。

-

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
や

一
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

-
ら
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

二
積
雪
期
の
メ
ー
タ
ー
検
針
」

一

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
二
か
月
ご
と

一
に
定
め
ら
れ
た
日
に
検
針
し
て
い
ま
す

一
が
、
冬
期
間
降
雪
が
多
く
て
、
検
針
が

』
で
き
な
い
と
き
は
水
道
料
金
の
算
定
を

一
前
回
の
使
用
水
量
を
参
酌
し
、
料
金
を

¥く¥

納
め
て
い
た
だ
き
、
後
日
メ
ー
タ
ー
の

検
針
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に

料
金
の
精
算
を
し
て
、
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

「水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
管
理
』

水
道
メ
ー
タ
ー
器
は
、
最
初
に
申
込

者
の
了
解
を
得
て
工
事
施
行
の
際
、
最

も
検
針
し
や
す
い
場
所
に
取
付
け
ま
す

が
、
家
屋
の
増
改
築
や
、
庭
造
り
な
ど

で
メ
ー
タ
ー
器
の
上
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

し
た
り
土
砂
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
し

て
、
検
針
や
漏
水
処
理
、
メ
ー
タ
ー
器

の
取
替
え
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
メ
ー
タ
ー
器
の

移
設
や
部
分
的
な
堀
上
げ
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
と
、
工
事
責
は
使
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
増
改
築
、

そ
の
他
で
メ
ー
タ
ー
器
の
場
所
を
変
更

す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
事
前
に

水
道
局
又
は
市
内
指
定
工
事
庖
に
必
ら

ず
連
絡
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

無
断
で
メ
ー
タ
ー
器
を
移
設
、
埋
没

な
ど
が
行
わ
れ
る
と
条
例
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
給
水
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
『水
道
ミ
ニ
ガ
イ
ド
』

冬
期
間
に
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
目
に
見
え
な

い
地
下
の
埋
没
部
分
で
破
裂
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
メ
ー
タ
ー

器
の
赤
い
星
印
が
回
っ
て
い
る
か
ど
う

か
で
発
見
で
き
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
器
の

上
は
冬
で
も
あ
け
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。
破
裂
な
ど
で
漏
水
し
て
い
る
と
き

は
、
上
記
の
応
急
処
置
を
し
て
、
夜
間
な

ど
使
用
し
な
い
と
き
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
の
パ
ル
プ
を
締
め
て
お
き
ま
す

と
無
駄
な
水
を
出
さ
ず
に
す
み
ま
す
。

水道管に防護を/

(7) 

労
働
組
合
の
な
い
工
場
や

商
后
で
働
く
み
な
さ
ん
へ

市
で
は
、
労
働
組
合
の
な
い
工

場
や
商
庖
で
働
く
勤
労
者
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
、
「
富
山
県
勤
労
者
信

用
基
金
協
会
」
に
基
金
を
預
託
し

て
、
「
労
働
金
庫
」
か
ら
の
融
資
を

う
け
ら
れ
る
よ
う
利
便
を
は
か
つ

て
い
ま
す
。

生
活
資
金
を
は
じ
め
、
結
婚
資

金
、
子
弟
の
教
育
資
金
に
、
住
宅

の
新
築
、
増
改
築
、
宅
地
の
購
入

等
、
勤
労
者
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
た
め
の
全
て
の
資
金
の
融
資
が

う
け
ら
れ
ま
す
。

融
資
を
う
け
た
い
方
は
、
労
働

金
庫
魚
津
支
庖
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
(
包
②
2
1
3
5
)
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n
冬
将
軍
の
到
来
u

み
ん
な
の
力
で
吹
き
と
ば
そ
う
/

雪
の
降
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
道
路
の
除
雪
に
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
が
、
一
度
に
多
く
の
降
雪
が
あ

っ
た
場
合
、
手
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

今
年
も
町
内
、
地
区
全
体
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
市
道
除
雪
計
画

市
で
は
、
積
雪
量
が
日
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
に
な
る
と
道
路
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
除
雪
を
開
始
し
ま
す
。

除
雪
す
る
道
路
は
、
第
一
種
、
第
二

種
、
第
三
種
に
わ
け
第
一
種
道
路
か
ら

除
雪
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
種
は
、
パ
ス
運
行
路
線

第
二
種
は
、
通
勤

・
通
学
等
市
民
生

活
に
密
接
な
路
線

第
三
種
は
、
比
較
的
交
通
量
の
多
い

路
線
と
し
ま
す
。

除
雪
は
、
市
除
雪
車
の
ほ
か
民
間
の

建
設
機
械
を
借
り
て
実
施
し
ま
す
が
、

市
道
で
あ
っ
て
も
道
幅
が
せ
ま
い
た
め

に
、
除
雪
車
の
入
ら
な
い
所
が
か
な
り

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
所
は
、

関
係
地
区
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

る
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
路
上
に
障
害
物
を
置
か
な
い
よ
う

マ
除
雪
作
業
中
、
最
も
困
る
の
は
、
車

等
の
路
上
障
害
物
で
す
。

除
雪
作
業
が
で
き
な
い
ほ
か
、
交
通

渋
滞
や
事
故
を
誘
発
す
る
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
路
上
に
車
等
の
障

害
物
は
絶
対
置
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
道
路
に
面
し
た
塀
や
植
木
等

が
雪
に
埋
っ
て
い
る
と
、
除
雪

の
際
に
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
わ
れ
や
す
い
物
や
除
雪
の

障
害
に
な
る
よ
う
な
物
に
は
、

竹
ざ
お
に
赤
い
布
を
つ
け
て
、

表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
除
雪
車
の
通
過
に
よ
っ
て
、

家
や
車
庫
の
出
入
口
を
ふ
さ
ぐ

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ

た
車
輔
で
広
範
囲
の
除
雪
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
各
戸
で
取
り

除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

-
雪
お
ろ
し

雪
の
重
み
で
、
家
屋
が
倒
壊
し
な
い

よ
う
、
早
目
に
雪
お
ろ
し
を
し
ま
し
ょ

う
。
高
圧
電
線
が
通
っ
て
い
る
所
の
雪

お
ろ
し
は
、
感
電
し
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

近
所
に
老
人
や
母
子
だ
け
の
世
帯
が

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
地
区
民
の
暖
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
雪
の
後
始
末

路
上
へ
雪
を
お
ろ
し
た
場
合
は
、
消

防
車
や
救
急
車
、
ゴ
ミ
収
集
車
が
通
れ

る
よ
う
す
ぐ
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
作
業

中
、
竹
ざ
お
に
赤
い
布
を
つ
け
て
表
示

し
、
使
用
後
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を
必

ず
キ
チ
ン
と
し
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

雪
を
路
上
に
ま
き
散
ら
す
と
、
交
通

事
故
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

絶
対
に
ま
き
散
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雪
捨
て
場
は
、
角
川

・
魚
津

港
と
し
ま
す
。

除
雪
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

建
設
課
内
線
2
7
5
へ
ど
う
ぞ
。

除
雪
用
ト
ラ
ッ
ク
購
入

冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

建
設
省
雪
寒
建
設
機
械
整
備
事
業
の
補

助
を
受
け
て
、
総
額
一
千
九
十
一
万
円
で

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
を
一
台
購
入
し
ま
し
た
。

三
菱
ふ
そ
う
7
t
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

い
よ
い
よ
厳
寒
の
季
節
が
到
来
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
数
か
月
間
家
に
閉
じ

こ
め
ら
れ
る
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
す
で
に
暖
房
機

器
を
お
使
い
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
、
こ
の
冬
を
ム
ダ
な
く
快
適
に
暮
ら

す
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
工
夫
し
実
行

し
ま
し
ょ
う
。

@

室
温
を
日
℃
に
調
整
を
/
-

部
屋
の
温
度
は
凶
℃
以
上
に
し
な
い

こ
と
を
目
安
に
、
こ
ま
め
な
温
度
調

節
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
部
屋
着

を
厚
目
に
し
、
カ
ー
テ
ン
を
厚
手
の

も
の
に
し
て
天
井
か
ら
床
ま
で
た
ら

し
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
く
な
ど
の
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

@

暖
房
機
器
な
ど
の
使
用
方
法
に
工

夫
を
/

暖
房
機
器
は
、
部
屋
の
大
き
さ
や
用

途
に
合
っ
た
も
の
を
使
い
、
不
要
な

部
屋
を
暖
房
し
な
い
よ
う
に
し
、
ス

ト
ー
ブ
は
、
燃
焼
部
分
の
手
入
れ
や
、

反
射
板
を
み
が
い
て
熱
効
果
を
高
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
電
気
こ
た
つ
に

は
、
こ
た
つ
敷
き
や
厚
手
の
こ
た
つ

掛
け
を
用
い
、
使
用
し
な
い
時
は
こ

ま
め
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

@

太
陽
の
恵
み
を
ノ

冬
で
も
、
太
陽
が
あ
た
れ
ば
と
て
も

ア
ン
グ
リ
ン
グ
プ
ラ
ウ
付
で
パ
ス
路
線

等
で
の
道
路
除
雪
に
威
力
を
発
揮
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

(8) 

暖
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
は

カ
ー
テ
ン
を
あ
け
る
な
ど
太
陽
熱
を

十
分
に
と
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

@

瞬
間
湯
沸
器
の
口
火
を
つ
け
っ
放

し
に
し
な
い
よ
う
に
ノ

安
全
面
か
ら
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
お

湯
を
流
し
放
し
に
し
な
い
で
必
要
な

分
を
容
器
に
取
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

ろ

@

風
呂
は
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
ノ

冬
は
風
呂
が
冷
め
や
す
い
の
で
、
沸

い
た
ら
家
族
が
次
々
入
浴
し
、
残
り

湯
は
洗
濯
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

@

住
宅
に
断
熱
材
の
使
用
を
ノ

住
宅
の
新
築
、
増
改
築
に
は
断
熱
材

を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
暖
房
費
は
半
分

程
度
も
節
約
で
き
ま
す
。
又
既
存
住

宅
で
は
天
井
裏
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
み
な
さ
ん
の
お
宅
に
合
っ

た
工
夫
を
行
い
省
エ
ネ
を
し
ま
し
ょ
う
。
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でじ市 た 3
すら民昨 。日第
。れの年 ま 21
ま美と で回
し術比 、市
た文べ 市美
?化て 農術
受にも 協展
賞対大 会は
者す作 館去
はる 4 でる
下熱伝 開 11
記意 M 催月
のが百 さ 1
と強与 れ日
おく主 まか
り!惑て しら

絵画部門 書部門 彫工部門 写真部門

市展大賞
稲沢 ー広明 杉原静香 大坪 剛 長田達明
「廃線」 「貫による」 「ト lレソ」 「傘」

銭口 茂 小竹尽子 住吉紀与志 武隈 和玉男」

市 展 賞-
「樹魂」 「高原」 「怒濡」 「しゃ』まん

小黒栄弐 本井三津子 水白真紀子 大崎友孝
「立ちばなし」 「岸辺のない海」 「夕暮れ」 「峠の印象」

市美協会長賞
東道定雄 千代美智子 野沢久雄 「佐た々木勝之 l
「リンゴ園にて」 「落葉」 「花器」 いまつ祭りJI 

商工会議所 広田健隆 ~本恵泉 宮野栄子 内生蔵裕志
会頭賞 「旅愁」 「留より」 「慕情」 「夏の夜の小景」

ロータリークラ 舘 直子 道中琴園 川西千鶴子 若林久靖
ブ会長賞 「窓」 「幽齢、系iHIJJ fi同」 「港の夕日」

西ロータリーク 島田秀美 西本弘光 東金時男 木本正光
ラブ会長賞 「建物」 「黙如雷」 「剣沢より剣岳を望む」 「さる」

ライオンズクラ 鈴木智子 朝野明美 荒木 勇 武隈常治
ブ会長賞 「窓から」 「あこがれ」 「顔」 「ケン坊」

農協会館 中村和子 原 雲峯 :lL 二郎 谷口政夫 l
理事長賞 「人物」 「蒼」 「例」 fLOVEJI 

観光協会会長賞
柳原照子~ 平崎俊章~I 「港湾慕'情」 f，岬」

市奨励賞 赤間乃理子 外25名
「病室の窓」

納
税

市古
長支
か個
ら人
r-τ~ ・

富民
状入
贈

ヨ三

日
月
四
日
附
市
役
所
大
会
議
室
で
、

市
内
納
税
貯
蓄
組
合
長
一
九

O
名
参
加

の
も
と
感
謝
状
贈
呈
式
が
挙
行
さ
れ
、

多
年
に
わ
た
り
納
税
思
想
の
高
揚
と
納

税
貯
蓄
組
合
の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
さ

れ
た
次
の
一
個
人
、
三
十
五
団
体
に
そ

れ
ぞ
れ
市
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
年
度
中
に
、
三
人
世
帯
以

上
で
年
間
を
通
じ

一
回
も
医
師
に
か
か

ら
ず
、
し
か
も
年
度
内
国
保
税
を
完
納

さ
れ
た
次
の
方
に
国
民
健
康
保
険
優
良

家
庭
と
し
て
市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
者
氏
名
(
敬
称
略
)

o
m年
度
納
税
貯
蓄
功
労
者

(
個
人
)

上
村
木
口
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

大
門
長
次
郎

。
日
年
度
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
(
団
体
)

住
吉
町
区
納
税
貯
蓄
組
合

観
音
堂
区
納
税
貯
蓄
組
合

黒
谷
1
区
納
税
貯
蓄
組
合

o
m年
度

(
単
年
度
)
市
税
納
期
内
納

付
優
良
納
税
貯
蓄
組
合

(
団
体
)

新
金
屋
2
区
、
東
小
路
区
、
明
理
区
、

岡
町
区
、
新
町
1
区
、
新
宿
l
区、

橋
場
区
、
八
代
区
、
紺
屋
区
、
上
町

1
区
、
住
吉
町
区
、
三
ケ
1
区
、
川

縁

1
区
、
浅
生
区
、
上
野
区
、
小
菅

沼
区
、
稗
畠
区
、
観
音
堂
区
、
北
山

区
、
石
垣
平
区
、
石
垣
新
区
、
貝
田

新
区
、
島
尻
l
区
、
島
尻
3
区
、
東

城

2
区
、
黒
谷
1
区
、
黒
谷
2
区、

山
女
l
区
、
大
菅
沼
区
、
村
木
ロ
区
、

第
時
回
魚
津
市
農
業
祭

【
農
林
産
物
品
評
会
入
賞
者
】

一

等

西

布

施

山

本

。
林
産
物
の
部

優
等
し
い
た
け
上
野
方
宮
坂

一
等
ぎ
ん
な
ん
片
貝
谷
越

。
秋
冬
は
く
さ
い
ほ
場
品
評
会

優

等

上

中

島

石

倉

秀

雄

一

等

上

中

島

梅

田

宗

雄

。
生
活
改
善
の
部
〔
主
食
コ
ー
ナ
ー
〕

優
等
通
算
当
上
野
方
佐
竹
絹
枝

一
等
通
靭
弁
当
下
野
方
食
生
活
中
央
学
級
生

。
生
活
改
善
の
部

(おやつコ
ー
ナ
ー
)

優
等
く
る
み
入
り
ポ
テ
ト
ま
さ

松

倉

木

下

米
粉
ド
ー
ナ
ツ
道

下

日
月
7
日
出
i
8
日
制
行
わ
れ
た
農

林
産
物
品
評
会
で
次
の
方
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

同

。
穀
類
そ
の
他
の
部

川
優
等
、
つ
る
妄
米
下
中
島
山
口
義
清

…
一
等
か
の
こ
ゆ
り
西
布
施
木
村
真
由
美

山

H

う
る
ま
采
天
神
関
口
弘
美

m

H

大

豆

片

目

(

慶

伊

忠

信

山

。

そ
菜
の
部

ん
優
等
は
く
さ
い
上
中
島
石
倉
ス
ミ
子

叩

H

大
根
下
中
島
明
歩
谷
由
忠

山
一
等
は
く
さ
い
上
中
島
石
倉
志
美
与

問

H

ね

ぎ

経

田

平

田

米

作

…

H

畏
い
も
下
野
方
金
盛
喜
一

明

。
果
実
の
部

一

優

等

り

ん

ご

加

積

相

馬

佳

明

間
一
等
り
ん
ご
加
積
畠
山
恵
美
子

で

な

し

下

野

方

布

本

明

子

山

O
葉
た
ぱ
ニ
の
部

内

優

等

上

中

島

石

倉

秀

雄

山

一

等

上

野

方

宮

坂

進

γ
;
;
i
i
i
i
z
i
i
i
i
i
i
z
 

入
船
区
、
表
向
区
以
上
辺
団
体

。
日
年
度
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭

魚
津
市
舛
田
二
七
河
西
安
重

「
未
納
の
税
金
」
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

今
年
も
あ
と
一
か
月
、
大
み
そ
か
が
過

ぎ
る
と
も
う
お
正
月
で
す
。市
県
民
税
・

固
定
資
産
税

・
国
民
健
康
保
険
税
・
軽

正
治

信
子茂

正
子

一
等

大

崎

恭

子

松

本

貞

子

大

崎

安

英

農
業
祭
は
年
々
、
市
民
の
祭
と
定
着

し
て
い
ま
す
。
来
年
も
更
に
多
く
の
出

品
と
皆
さ
ん
の
参
観
を
ご
期
待
し
て
い

ま
す
。

自
動
車
税
な
ど
各
税
金
の
納
め
忘
れ
が

な
い
か
も
う
一
度
手
持
ち
の
納
税
通
知

書
を
お
確
め
く
だ
さ
い
。
未
納
の
税
金

日
は
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
今
す

ぐ
近
く
の
金
融
機
関
(
銀
行
や
農
協
な

ど
)
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
税
通
知

書
を
粉
失
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行
し
ま

す
か
ら
税
務
課
窓
口
(
宮
②
2
2
0
0

内
線
都
)
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
。

(9) 
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台
所
を

離
れ
る
と
き
は

必
ず
ガ
ス
の

栓
を
閉
め
る

こ
が
ら
し
が
吹
い
て
、
い
よ
い
よ
冬

将
軍
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
暖
房
用
の

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
こ
た
つ
、ボ
イ
ラ
ー
や

台
所
な
ど
で
火
気
を
長
時
間
使
用
す
る

季
節
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
火
災
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
特
に
次
の
四
項
目
に
注
意
し

て
、
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
に
使
用
し
ま
し

ょ
、っ。①場
所
は
安
全
か
。

②
器
具
は
安
全
か
。

③

使

い

方

は
正
し
い
か
。

④

後

始

末
は
完
全
か
。

ま
た
、
万
一
あ
な
た
の
家
の
と
な
り

か
ら
火
が
出
て
、
火
事
に
な
っ
た
と
し

ま
す
。
も
し
近
く
に
水
が
な
か
っ
た
ら

消
防
は
遠
い
所
か
ら
ホ
ー
ス
を
引
く
の

で
、
水
を
か
け
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
そ
の
間
に
あ
な
た
の
家
へ
延

焼
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め

に
町
内
会
や
部
落
で
話
し
合
っ
て
、
次

の
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

O
雪
が
降
っ
た
ら
、
あ
な
た
の
家
の

歳
末
消
防
特
別
筆
放
の
実
施

今
年
も
冬
の
火
災
多
発
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、市
民
の
防
火
意
識
の
向
上
、

火
災
の
発
生
防
止
の
た
め
、
消
防
機
関

で
は
、
次
に
よ
り
歳
末
消
防
特
別
警
戒

を
実
施
し
ま
す
。

1

実
施
期
間

川
第
一
期
通
常
警
戒
期
間

ロ
月
幻
日
間
か
ら
幻
日
日
ま
で

の
7
日
間

ω
第
二
期
非
常
警
戒
期
間

ロ
月
お
日
間
か
ら
白
日
肘
ま
で

の
4
日
間

実
施
事
項

2 

ω
第
一
期
通
常
笹
戒
期
間

③
予
防
広
報

②
予
防
査
察

的
機
械
器
具
の
点
検
整
備

③
消
防
水
利
、
道
路
状
況
の
点
検

ω
第
二
期
非
常
警
戒
期
間

⑦
第
一
期
実
施
事
項
の
継
続

③
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
(
期
間
中
毎

日
、
朝
7
時
と
夜
9
時
の
二
回
)

⑨
警
防
活
動
要
員
の
確
保

③
夜
間
の
巡
回
警
備

年
末
年
始
は
、
心
の
す
き
も
お
こ
り

が
ち
に
な
り
ま
す
。
例
年
ロ
月
1
日
か

ら
1
月
刊
日
ま
で
防
犯
運
動
の
実
施
期

間
で
す
。
お
互
い
に
注
意
し
あ
っ
て
犯

罪
の
な
い
、
明
る
い
、
住
み
よ
い
地
域

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

鷹
時
記

寒
波
(
冬
将
軍
)

冬
将
軍
出
障
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
3

と
こ
ろ
で
、
こ
の
。将
軍
。
と
は
、

ど
ん
な
将
軍
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
一
八
一
二
年
ナ
ポ
レ
オ
ン

一
世
が
、
モ
ス
ク
ワ
に
遠
征
し
た
時
、

ロ
シ
ア
の
寒
さ
と
雪
に
は
ば
ま
れ
て

敗
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
話

か
ら
き
た
も
の
で
、
連
戦
連
勝
を
誇

っ
て
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
拒
ん
だ
の

が
冬
将
軍
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
の

正
体
は
シ
ベ
リ
ア
寒
気
団
と
呼
ば
れ

る
世
界
最
大
の
高
気
圧
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
朱
、
に
な
る
と
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で

。寒
波
。
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
日
本
海
北
部

や
北
海
道
方
面
に
低
気
圧
が
発
達
す

る
時
、
大
陸
か
ら
冷
た
い
シ
ベ
リ
ア

寒
気
回
が
波
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る

現
象
を
寒
波
と
い
っ
て
い
ま
す
。
寒

波
に
襲
わ
れ
る
と
、
わ
ず
か
一
日
ぐ

ら
い
で
気
温
が
摂
氏
五
度
か
ら
十
度

も
急
降
下
す
る
こ
と
が
あ
り
、
明
け

方
に
は
日
本
中
の
温
度
計
が
氷
点
下

に
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
く
ら
い

の
寒
さ
が
、
ど
の
く
ら
い
の
早
さ
で

や
っ
て
き
た
ら
寒
波
な
の
か
に
つ
い

て
は
、
日
本
で
は
、
は
っ
き
り
し
た

0

0

0

}

G

O

O

-

w

 

o
災
労
'
o
t
o
N
ゑ“

。

。

。
ぱ
灯
、
。
}
げ
け
分
子

。O
O

C

1
0

0

決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寒
波
と
い

う
言
葉
は
英
語
の
コ
ー
ル
ド
・
ウ
ェ

ー
ブ

(
0
0
5

ミ
印
〈

O
)

の
訳
で
す
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、
寒
波
が
襲
来
す
る

と
防
災
措
置
を
と
る
必
要
か
ら
、
そ

の
基
準
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
二
十

四
時
間
以
内
の
気
温
の
下
が
り
具
合

と
最
低
気
温
が
各
地
ご
と
に
決
ま
っ

て
い
て
、
た
と
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
、
二
十
四
時
間
以
内
の
温
度
降

下
が
二
十
一
度
以
上
で
、
最
低
気
温

が
氷
点
下
六
・
一
度
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
本
で
、
寒
波
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
始
め
た
の
は
そ
う
古
い
こ
と
で

は
な
い
ら
し
く
「
寒
波
H
か
ん
な
み
。

寒
い
と
き
水
面
に
た
つ
波
な
ど
」
と

な
っ
て
い
る
俳
諮
歳
時
記
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
に
し
て
も
、
今
シ
ー
ズ
ン
も

，
冬
将
軍
。
に
負
け
な
い
よ
う
に
体

を
鍛
え
る
と
と
も
に
、
一
方
で
は
省

エ
ネ
に
も
心
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

。。
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国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
と
き
に
、

社
会
保
険
料
と
し
て
前
年
の
所
得
か
ら

全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
あ
な
た
自
身
の
保
険
料

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
{
永
族
の
た
め
に

納
め
た
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
全
額
が

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
課
税
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

何
年
1
年
間
の
保
険
料
は
、

定
額
だ
け
の
方
五
一
、
八
一

O
円

付
加
納
付
の
方
五
六
、
六
一

O
円

と
な
り
ま
す
。

1
年
間
分
を
前
納
さ
れ
た
方
は
、
前

記
の
全
額
と
は
違
い
ま
す
か
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
げ

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

外
国
人
の
方
も

国
民
年
金
に
入
れ
ま
す

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
国
民
年

金
制
度
へ
の
加
入
の
条
件
で
あ
っ
た
日

本
国
籍
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
要
件
が

撤
廃
さ
れ
、
日
本
に
居
住
し
て
い
る
次

の
外
国
人
の
方
も
計
年
1
月
1
日
か
ら

国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

om歳
以
上

ω歳
未
満
の
方

。
次
の
年
会
前
度
に
現
在
加
入
し
て
い

な
い
方

厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、
国
家
公
務

員
共
済
、
地
方
公
務
員
共
済
、
私
立

学
校
教
職
員
共
済
、
公
共
企
業
体
職

員
等
共
済
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共

文
円
。

c:::= 

国
民
年
金
に
加
入
し

ま
す
と
、
障
害
年
金
や

母
子
年
金
、
準
母
子
年

金
、
遺
児
年
金
な
ど
の

保
障
が
あ
る
ほ
か
、
所

定
の
加
入
期
間
を
満
た

す
と
老
齢
年
金
や
通
算

老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

過
去
に
厚
生
年
金
な

ど
の
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
た
期
間
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
か
ら
加
入
す
る
国
民
年

金
期
間
と
合
算
し
て
年
金
が
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
み
て
く
れ
ま
す
。

掛
金
は
、
月
額
四
、
五

O
O円
と
四
、

九

O
O円
の
二
種
類
が
あ
り
加
入
者
が

選
び
ま
す
。
掛
金
の
大
き
い
方
は
そ
れ

だ
け
受
け
る
年
金
も
多
く
な
り
ま
す
。

掛
金
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
い
こ
と
は
市
役
所
国
民
年
金
係
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

永
年
在
任
国
民
年
金
委
員
に

感
謝
状
を
贈
る

ー
魚
津
市
国
民
年
金
委
協

l

魚
津
市
国
民
年
金
委
員
協
議
会

(会

長
朝
野
忠
勝
)
で
は
、
叩
月
初
日
市
役

所
で
、
長
い
問
、
国
民
年
金
委
員
と
し

て
活
躍
し
、
こ
の
ほ
ど
退
任
さ
れ
た
次

の
八
氏
に
感
謝
状
を
贈
り
、
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。

マ
石
崎
宗
隆

マ
平
林
良
整

マ
千
田
浩
子

瓦

石

区

山
女
2
区

八

幡

区

ママママ γ'雪面函函ー五議議ーー這ζプ;;:-:$込瓦:・55-;:-・マ守ケ:ァ・7ーで・-~7".一一マ!

池族壱窪i・〓7J-.D守程。 〈通算老齢年金) 1 田智月田_<---;"10'"-----.=-- ""r"""""ー← "~ 

は ; 人の一生には，いろいろなことがあります。一つの職業:

清つふ京久 jをず とつづけるとはかぎりません。最近は職場もふえ，;
作ゑみ子直 ! っ

:働く方も職場を変える機会が多くなりました。 また， 自分;

.iにあった職業を見いだすために職場を変えている方もいま :
古 !す。サラリーマンをやめて，お庖を開いたとしますと，厚 (

野 ;生年金から国民年金へ移ることになります。 j 
区 ! もしかりに厚生年金に18年入った後に，国民年金の保険i
:料を 7年納めていたとすると，原則では厚生年金は20年，:

;国民年金は25年の加入期間が必要ですので， このばあいどj
:ちらからも年金がもらえなくなるという不公平が生じます。;

まと I 10 1そこで国民年金と他の年金に入っていた期聞が25年あれば，;
ししル月第 j加入期間を通算して年金をだすシステムがあります。すなj
たてで 2221・
。当開日回 jわち厚生年金から 18年分，国民年金から 7年分の年金がも j
市か 、富 jらえることになります。これを通算老齢年金といいます。 1
かれ富山 ; ですから いくら職業を変えてもそれぞれ通算されます;
ら 、山巴 !
次優市国 ;ので，保険料のかけ損はありません。

の良の民 ! これら通算できる制度はつぎの 8つです。 I

地民県警 ! ①国民年金 ⑤地方公務員等共済組合
区間農金
が地協芙 j②厚生年金保険 ⑤公共企業体職員等共済組合

受区会会 i③船員保険 ⑦私立学校教職員共済組合

守護空 q j.3戸空全型竺r~竺全一竺ぞ~*竺空型竺をき竺全

マ
谷
口

馬

出

区

東
小
路
区

大

町

区

友
道
1
区

富
山
県
知
事
か
ら
感
謝
状

1
1村
木
ロ
区
国
民
年
金

保
険
料
納
付
組
合
に

1
1

56年度保険料第 3期分担

(10、11、12月分)の納期

は12月25日です。納め

忘れのないよう今一度

確かめてください。

保険料の納入には便利な

口座振替をおすすめします。

-
富
山
県
知
事
感
謝
状

村
木
ロ
区
国
民
年
金
保
険
料
納
付
組
合

代

表

者

寺

崎

五

作

、、t，，，
，
1
 
1
 

'''a
・‘、
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
闘
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
保
健
指
導
員
が
家
庭
訪
問
を
し
て
個
別
指
導
に
あ
た

る
な
ど
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
作
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
い
ま
ま
で
に
納
入
い
た
だ
い
た
国
保
税

と
、
い
ま
ま
で
に
支
払
い
し
た
医
療
費
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

円
グ
ラ
フ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
で
う
け
ら
れ
る
診
療

う
け
ら
れ
な
い
診
療

マ
う
け
ら
れ
る
診
療

1

病
気
や
け
が
に
必
要
な
治
療
等
、

病
気
が
治
る
ま
で
、
そ
の
医
療
費
の

三
割
を
自
分
で
負
担
す
る
だ
け
で
、

残
り
七
割
は
国
保
で
負
担
し
ま
す
。

。
お
医
者
さ
ん
の
診
療

。
病
気
や
け
が
の
治
療

。
治
療
に
必
要
な
く
す
り
や
注
射
な

ど
の
処
置

。
入
院
の
費
用

。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

・
検
査

納入いただいた国保税
(337，811千円)

支生ムいした医療費
(816，368千円)

2

骨
折
や
ね
ん
ざ
を
し
た
と
き
の
柔

道
整
復
師
の
施
術

ま
た
、
お
医
者
さ
ん
の
同
意
が
あ
れ

ば
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
施
術
も
う
け
ら

れ
ま
す
。

3

治
療
上
効
果
が
あ
る
と
保
険
医
が

認
め
た
場
合
は
、
は
り
、
灸
の
施
術

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

マ
う
け
ら
れ
な
い
診
療

l

病
気
で
な
い
も
の

。
美
容
の
た
め
の
整
形

。
正
常
な
妊
娠

・
分
船

。
歯
並
び
の
矯
正

。
経
済
的
理
由
に
よ
る
人
工
妊
娠
中

伝
巴
。
健
康
診
断
(
な
ん
の
症
状
も
な
い

の
に
う
け
る
検
査
や
健
康
診
断
)

。
予
防
注
射

。
日
常
生
活
に
さ
し
さ
わ
り
の
な
い

程
度
の
そ
ば
か
す
、
あ
ざ
、
ほ
く

ろ
、
い
ぽ
、
わ
き
が
、
ど
も
り
な

ど
の
治
療

も
保
険
は

き
き
ま
せ

ん
。

2
犯
罪
行

為
や
不
行

跡
で
お
き

た
病
気
、

ふ

j
f
。

-b品川
M

。
け
ん
か

や
ょ
っ

ぱ
ら
つ

た
こ
と

が
原
因

で
、
け

が
や
病
気
に
な
っ
た
場
合
。

。
自
分
で
わ
ざ
と
し
た
行
動
、
あ
る

い
は
犯
罪
行
為
で
病
気
に
な
っ
た

り
、
け
が
を
し
た
と
き
。

。
ぉ
医
者
さ
ん
の
指
示
に
し
た
が
わ

な
か
っ
た
と
き
。

位
月
の
健
康
メ
モ

昔
か
ら

「畑
の
肉
」
と
し
て
重
要

た
ん

な
蛋
白
源
と
、
い
わ
れ
て
き
た
ダ
イ

ズ
、
そ
し
て
江
戸
わ
ず
ら
い
を
治
し

た
ア
ズ
キ
、
を
た
べ
ま
し
ょ
う
。

マ
ダ
イ
ズ

(大
豆
)

ダ
イ
ズ
は
日
本
に
も
野
生
す
る
ツ

ル
マ
メ
や
ヤ
ブ
マ
メ
の
よ
う
な
野
マ

メ
を
改
良
し
、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う

な
品
種
を
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
す
。

や
よ
い

作
物
と
し
て
は
弥
生
時
代
に
中
国
か

ら
渡
来
し
平
安
時
代
に
は
寓
米

(ま

め
)
と
い
い
ま
し
た
。

ふ
っ
、
っ
、
種
子
の
色
が
黄
、
黄
緑

黒
色
が
あ
り
、
形
も
円
形
、
だ
円
形

扇
だ
円
形
が
あ
り
ま
す
。

蛋
白
質

(ア
ミ
ノ
酸
)
が
と
く
に

多
く
、
脂
肪

・
ミ
ネ
ラ
ル

・
ビ
タ
ミ

ン
払
弘

・
ニ
コ
チ
ン
酸
な
ど
の
ほ
か

微
量
の
サ
ポ
ニ
ン
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。漢
法
で
は
、
健
胃

・
消
化

・
鎮
静

の
効
が
あ
る
と
し
て
、
黒
大
豆
を
発

仕
事
中
の
け
が
や
病
気

仕
事
に
よ
る
け
が
や
病
気
は
、
労
働

者
災
害
保
障
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す

の
で
国
保
は
き
き
ま
せ
ん
。

マ
そ
の
ほ
か

1
高
額
医
療
費
を
負
担
し
ま
す
。

2
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き
、
助
産
費

と
し
て
八
万
円
、
育
児
手
当
金
と
し

て
五
千
円
支
給
し
ま
す
。

3
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
葬

祭
費
と
し
て
五
千
円
支
給
し
ま
す
。

(12) 

3 酵
さ
せ
、
あ
民
(
調
味
料
の
一
種
)
と

し
て
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
に
用
い
ま
す
。

マ
ア
ズ
キ

(小
豆
)

大
豆
に
対
し
て
豆
が
小
さ
い
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
日
本
へ
は
、

一
一
丁
八
世
紀
の
聞
に
中
国
か
ら
渡
来

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い

ま
す
c

夏
ア
ズ
キ
・
秋
ア
ズ
キ
と
中

間
型
に
わ
け
ら
れ
、
現
在
最
も
多
く

栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
は
「
大
納
言
」

で
、
お
も
に
あ
ん
の
原
料
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
豆
と
同
じ
く
蛋
白
質

・
脂
肪

・

炭
水
化
物

・
ミ
ネ
ラ
ル
・
ビ
タ
ミ
ン

ん

・
臥
・
コ
リ
ン
な
ど
の
ほ
か
少
量

の
サ
ボ
ニ
ン
を
含
み
、
食
用
と
す
れ

ば
栄
養
の
保
持
に
役
立
ち
ま
す
。

漢
法
で
は
、
解
毒

・
利
尿
・緩
下
・

催
吐
な
ど
の
効
が
あ
る
と
し
て
赤
小

豆
湯
な
ど
に
配
合
し
、
急
性
腎
炎
や

脚
気
な
ど
に
用
い
ま
す
。
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み
ん
砲
の

ヌ。菰

E
V

一
冬
一
に
憂
え
一
る
一

市
教
育
委
員
会
及
び
市
体
育
協
会
で

は
、
特
に
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬

期
間
に
次
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
メ
ニ
ュ

ー
を
計
画
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
時
季
に
こ
そ
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
じ
、
身
心
共
に
鍛
え
病
気
を
し

な
い
楽
し
い
生
活
を
お
過
し
く
だ
さ
い
。

市
民
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
V
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
点教室ンパ 教キ 球ド

教室
電:i = ~シ

室

室ト
名

1月241月213月1 1 時7』b午困後8伺月2i1月9 2 と

(日日)('祭日，)(日日) 時9!F 1日0刷日 き

一 親 掛-w対
般 子 人般年 象

大場谷キスl1I)品H5 場キスレ1Iサパシイl1 場大キ谷スl 韓合体育貧富

と

ろ

水 ヂス
採教室iニジユ泳 テキ

敬 スノlて

主主 会ト ツ
体ア

1月2 4 
時3分30降鈎分13H午固後832月3日37 出月日2 6 

{ 日日) 

恕子t〆学生I 、 望希者
生学

ルl室水内Eヲ昌P 

場大谷

韓喜育館ス
キ

V
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ント 市民ノ1
役 会鏡キスl休市民宵大

会 E大
~ 

大~ン~ ~ とド 名

2月2 1 
分3午両時380可6月2 7 四0 午前時9sm 2月四1 4 

と

(1 日1) き

上以 学生中
全 全 対

骨量 自主 象

体総合E 
場大谷

鉱産育館
と

ス 」司，

キ
ろ

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

i
l
-
-
/

市
民
車
球
教
室
f
t
I

ロ
月
9
日
、
日
日
、
お
日

1
月
日
日
、
初
日
、
幻
日

2
月
3
日
、
叩
日

毎
週
水
曜
日
、

8
回

午
後
7
時
1
9時
ま
で

マ
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(大
体
育
室
)

O
卓

球

(中
体
育
室
)

マ
対
象
青
年
、
一
般
、
婦
人
、
壮
年

マ
受
講
料

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

二
、
0
0
0円

。
卓
球

一
、
0
0
0円

(受
講
料
に
は
、

傷
害
保

険
料
、

シ
ャ
ト
ル
、
ボ

ー
ル
代
等
で
す
。
な
お

入
館
料
は
含
ん
で
い
ま

せ
ん
。)

ロ
月
8
日

ωま
で
市
総
合

マ
と

き

マ
申
込
み

マ
そ
の
他

体
育
館
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

宮
②

1
2
6
3
へ。

ラ
ケ
ッ
ト
は
各
自
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
教
室
|
|
|

水
球
教
室
生
徒
募
集
/

泳
ぎ
の
楽
し
み
と
、
球
技
の
楽
し
み

の
二
つ
を
あ
わ
せ
て
持
っ
て
い
る
の
が

水
球
で
す
。
一

口
で
吾一
ヲ
へ
ば
、
水
中
バ

ス
ケ
ッ
ト
、
ま
た
は
水
中
ハ
ン
ド

・
ボ

ー
ル
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
は
初
め
て
の
水
球
教
室
を
次
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。

マ

と

き

ロ
月
6
日
(
開
講
式
)
か
ら

十
三
回、

毎
週
日
曜
日
、

日
時
l
u
時
初
分

マ
と
こ
ろ
室
内
温
水
プ
ー
ル

マ
定

員

三
十
名

マ
講

師
市
水
泳
協
会
員

マ
応
募
資
格
小
学
男
子
の
三
年
生
か

四
年
生
で
二
十
五
メ
ー

ト
ル
以
上
泳
げ
る
児
童

※
ス
ポ
ー
ツ
用
語
ひ
と
ロ
メ
モ
※

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
、

@

狭
い
と
こ
ろ
で
も
気
軽
に
で
き
ま

す。

@

ボ
l
ル
が
柔
か
い
の
で
突
き
指
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

@

ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
が
や
や
遅
い

た
め
、
ボ
ー
ル
を
ど
こ
ま
で
も
追
い

か
け
る
の
で
、
運
動
量
も
多
く
な
り

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料

三
百
四
十
円
と
毎
回
の

プ
l
ル
入
館
料
百
円

マ
申
込
み
締
切
日
ロ
月
5
日

ω

マ
申
込
み
先
室
内
温
水
プ
ー
ル

宮
②

1
2
6
3

マ
必
要
経
費

困「大
プ

l
ル
の
中
に

幼
児
コ
ー
ナ
ー
設
置
」

水
泳
は
夏
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
大
プ
ー
ル
の

中
に
水
泳
フ
ロ
ア

(
床
)
が
入
っ
て
、

幼
児
も
楽
し
く
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
が
出

来
ま
し
た
。 水

泳
教
室生
徒
募
集
/

重曹C長工四 ' 教室B 教室A 教室名

小学生市の内 嫡人親子 婦人子親
対

象

80名 50名 20名 数人

日s?11 金 制 木 sli1B?i:日

10.00 18.30 15.30 と
Jレ Jレ Jレ
11.00 19.30 16.30 き

17 1 8 1 7 1 開式講
日月 日月 日月

@

ル
l
ル
が
簡
単
で
す
か
ら
、
だ
れ

で
も
す
ぐ
プ
レ

l
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

@

ボ
ー
ル
が
適
当
に
変
化
し
て
く
る

の
で
意
外
性
に
富
み
上
手
、
下
手
の

差
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

@

腰
ま
が
り
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ル

l
ル
の
簡

単
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
市
教
委
体
育
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

告
②

2
2
0
0
内
線
3
1
0

第
三
期
の
水
泳
教
室
は
表
の
よ
う
に

開
講
し
ま
す
。

各
教
室
共
、
毎
周
一
回
計
十
回
で
す
。

経
費
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料

と
毎
回
の
入
館
料
が
必
要
で
す
。

V
申
込
み

A
、
B
、
C
共
次
の
様
式
で
ロ
月
中

に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

C
に
つ

い
て
は
前
回
の
抽
選
も
れ
の
児
童
を
優

先
し
、
残
り
の
定
員
を
抽
選
で
決
め
ま

す
。
(
前
回
抽
選
も
れ
の
児
童
も
改
め
て

申
込
ま
れ
な
い
と
棄
権
さ
れ
た
も
の
と

み
な
し
ま
す
。あ
て

ハ
ガ
キ
に
宛
名
魚
津
市
本
江
三
三
二

市
総
合
体
育
館
内
市
水
泳
教
室
係

裏
面
に
、
水
泳
教
室
参
加
申
込
書
、

1
教
室
名、

2
住
所
、

3
氏
名
、

4
生

年
月
日
、

5
電
話
番
号
、

C
教
室
希
望

者
は
、
6
学
校
名
、
7
保
護
者
名

V
抽
せ
ん
会

マ
と

き

1
月
7
日
附

日
時

マ
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館

宮
②

1
2
6
3

(13) 
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絵
を
見
て
わ
か
る
子
ど
も
の
着
つ
け

岩

佐

佳

子

牧

田

文

子

池

坊

保

子

太
陽
剖
臨
時
増
刊

本
江
小
学
校
(
県
社
会

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ア
指
定
校
)

の
児
童
が
校
下
民
生
委
員

の
協
力
で
福
祉
教
育
の
一

環
と
し
て
、
小
さ
な
ボ
ラ

ン
テ
ア
活
動
に
参
画
し
、

そ
の
中
で
ジ
ュ
ー
ス
の
空

き
缶
の
募
ゐ
霜
を
作
り
、

こ
れ
を
各
家
庭
に
配
り
ま

し
た
。
台
所
や
机
の
引
出

し
の
す
み
な
ど
に
放
置
し

て
あ
る
一
円
玉
や
、
五
円

玉
を
募
会
霜
に
蓄
え
て
も

@-・9@・》
eeeeee@-VATT・-e・》
@--e-Y》
A'@A'φ
・》

A'

去

る
さ
と
の
歴
史
講
座

一

ご

存

知

で

す

か

?

人

権

週

間

と

き

ロ

月

5
日

ω

中

口

月

4
日
か
ら
叩
固
ま
で
の
、
一
週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。
人
権
週
間

(
島
尻
付
十
村
)

巴

演
題
伊
藤
刑
部
と
加
賀
藩
農
政

一
は
、
昭
和
翌
日
叩
日
国
炉
室
暴
会
で
「
世
界
人
書
一
言
」
が
採
択
さ
れ

史

平
た
日
を
記
念
し
て
は
じ
め
ら
れ
、
毎
年
ニ
の
日
を
「
人
権
デ
l
」
と
し
て
人
権

師

保

科

喜

一

擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
と
各
種
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

(富
山
県
史
編
さ
ん
委
員
)

中
わ
が
国
の
憲
法
に
お
い
て
、
基
本
的

一
人
権
は
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
氷
久
の

中
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
最
近
私
た
ち
の
社
会
で
は
、
自
分
の
立

中
場
の
み
を
主
張
し
て
、
他
人
の
こ
と
を

一
考
え
な
い
風
潮
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

中
よ
う
な
自
分
中
心
的
な
考
え
や
行
動
か

一
ら
、
他
人
の
人
権
を
侵
す
事
件
が
多
く

中
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
一
人
権
は
、
自
己
と
同
様
に
他
人
に
も

一
中
平
等
に
存
在
す
る
も
の
で
す
。

一
一
こ
の
機
会
に
、
お
互
い
に
つ
ぎ
の
こ

中
と
を
守
り
、
人
権
を
尊
重
し
あ
い
明
る

一
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
よ
う
努
力

中
し
ま
し
ょ
う
。

一
。
お
互
い
に
相
手
の
立
場
で
考
え
て
豊

ら
い
、
こ
れ
を
集
め
同
校
で
開
い
た
結

果
二
十
五
万
三
千
四
百
二
十
円
も
あ
り

ま
し
た
。
な
お
募
金
は
、
魚
津
善
意
銀
行
へ
預

託
さ
れ
次
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
0

.
交
通
遺
児
基
金
十
五
万
三
千
四
百
二
十
円

・
本
江
小
学
校
(
児
童
教
材
)
五
万
円

・
里
親
会
(
親
の
な
い
子
供
た
ち
)
五
万
円

昭和56年12月1日発行

も
め
た
a
た

ι
A立

国
喜
一
昨

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

ロ
月
の
お
し
ら
せ

愛の 1円玉募金
本江小児童が25万円余集める

和
風
料
理
の
献
立

き
も
の
感
覚
入
門

年
賀
状
図
案
刷
集

7
日
側

お
は
な
し
と
ク
イ
ズ

3
じ
ぬ
ぷ
ん
か
ら
が
く
し

ゅ
う
し
つ
で
。

引
日
側

ク
リ
ス
マ
ス
会

え
い
が

・
か
み
し
ば
い
な

ど
・:・
。

2
じ
初
ぷ
ん
か
ら
が
く
し

ゅ
う
し
つ
で
。

お
と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ

に
き
て
く
だ
さ
い
。

素
晴
ら
し
き
人
生
本
と
の
出
合
い
・:
③

-
新
刊
の
ご
案
内

広報うおづ

季

節

の

窓

(
田
近
京
子
著
)
か
ら

は
だ
か
人
間
学

谷
内
六
郎
の
世
界

新
・
男
と
女
の
な
い
し
ょ
話志
賀

貢

大
河
の
一
滴

大

森

繋

私
の
面
白
会
話
術

は
か
ま
満
緒

自
慢
の
お
ベ
ん
と
う

江
上
栄
子
編

君
だ
け
マ
イ
ラ
ブ

田
原
俊
彦

お
や
じ
の
復
権

斉
藤
茂
太

老
人
の
看
護
を
し
た
主
婦
の
話
式
回

お
つ
き
あ
い
が
う
ま
く
な
る
本
亀
田

竹
村

健

く
ら
し
の
知
恵

年
は
唯
黙
々
と
し
て

行
く
の
み
ぞ
(
虚
子
)

暮
れ
に
な
る
と
よ
く
演
じ
ら
れ
る
落

語
の
「
芝
浜
」
に
ー
な
ん
た
っ
て
、
畳

の
新
し
い
の
と
女
房
の
あ
た
ら
:・
い
け

ね
え
、
女
房
は
古
い
の
に
限
る
ー
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。

畳
は
と
も
か
く
と
し
て
、
障
子
を
張

り
か
え
て
、
大
掃
除
を
し
て
と
、
仕
事

の
多
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

家
具
み
が
き
は
本
来
、
ま
と
め
て
大

掃
除
を
す
る
よ
り
も
、
一
日
一
度
の
簡

単
な
か
ら
ぶ
き
が
手
入
れ
の
コ
ツ
で
す
。

布
張
り
は
掃
除
機
で
、
皮
張
り
の
手

ア
カ
は
ベ
ン
ジ
ン
で
汚
れ
を
と
る
と
き

れ
い
に
な
ゆ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
塗
料
の
は
げ
た
の
は

マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
キ
を
塗
り
、
ワ
ッ
ク
ス

を
か
け
る
と
、
め
だ
た
な
く
な
り
ま
す
。

あなたと市政をむすぷ

-
講
座
開
催
の
ご
案
内

和
子

秋
陽

講

も
し
も
し
、
聞
い
て
/

か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る

。
婦
人
の
地
位
を
高
め
る

。
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

市
の
人
権
擁
護
委
員

マ

高

瀬

忠

二

本

江

②

0
3
4
4

マ
海
野
清
盛
大
海
寺
野
②
6
5
1
7

マ
畑
山
道
堅
上
村
木
②
2
8
8
5

マ
波
房
恵
潤
経
団
西
町
②
1
8
9
7

マ

長

勢

登

代

石

垣

⑫

6
0
6
2

@
人
権
相
談
所
開
設

マ
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

マ

と

き

ロ
月
日
日
幽

午
後
1
時
1
4
時

。
推
進
主
体

富
山
地
方
法
務
局
魚
津

支
局

・
魚
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

子
ど
も
川
番
編

な
に
か
を
始
め
た
い
あ
な
た
へ
櫨
津
幸
子

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊

2
週
間

で
無
料
で
す
。

女
川
柳
教
室

と

き

ロ

月

日

日

附

課
題
「
師
走
」
「
雑
詠
」

講

師

木

村

喜

見

城

い
ず
れ
も

と
こ
ろ

と

き

市
立
図
書
館

午
後
1
時
初
分
i

3
時
初
分
ま
で

-
年
末
年
始
に
お
す
す
め
す
る
本

身
障
者
専
用
カ
ウ
ン
タ
ー
が
出
来
ま

し
た
。せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

す
ま
い
の
健
康
法

徳

田

義

雄

あ
ら
ゆ
る
汚
れ
を
と
る
本
永

田

美

穂

ス
ナ
ッ
ク
芸
大
全

糸
井
重
里

年
賀
状
の
刷
り
方

小

島

二

郎

珍
芸
・
隠
し
芸
百
科

山

田

三

郎

帯
結
び

豊

田

寿

子

官室
28笠
日 喫

5 1 (月) ~
日月か 廷
か 4 ら 嬰
ら日 ごf
開(月)や
館ま ケ
しで三
まは

す
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保健だより〈間〉 問い合わせは ft22-2200
(内線 231)
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本
江宮
@
1
3
9
3

下
材
木
町

宮

@
3
2
1
0

江
口宮
@
3
4
8
6

火
の
宮
町

宮

@
1
7
4
8

本
江宮
@
1
7
5
7

。診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

612 
日月

13 
日

20 
日

27 
日

29 
日

30 
日

31 
日

1 1 
日月
2 
日

3 
日

母子健康手帳をご持

参ください。

Aコース昼食をご
持参ください

1，000円検診料

900円

検診料 950円

検診料一般市民
婦人検診
(子宮ガン)

aEYz' 

4
J
1世
司
t
'

-
年
末
は
ロ
月
初
日
附
ま
で
平
常
通
り

収
集
し
ま
す
。

-
年
始
は

1
月
4
日
側
か
ら
平
常
通
り

収
集
し
ま
す
。

こ
の
問
、

ロ
月
引
日
嗣
か
ら
1
月
3

日
嗣
ま
で
ゴ
ミ
収
集
は
い
た
し
ま
せ

4

・
年
末
の
一
般
ゴ
ミ
(
可
燃
物
)
の
持

込
み西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
ゴ
ミ
焼
却
場
)

で
は
、

ロ
月
初
日
附
午
前
中
ま
で
一
般

ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

※
冬
期
間
中
は

次
の
-
-
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ω
ゴ
ミ
は
前
日
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

前
日
に
出
さ
れ
る
と
、
雪
に

埋
も
れ
て
収
集
出
来
な
い
-
-
と
が
あ

り
ま
す
。

ω
ゴ
ミ
は
、
収
集
日
当
日
の
朝
8
時

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
ゴ
ミ
収
集
車
の
車
幅
は
乗
用
車
よ

り
広
い
の
で
道
路
の
除
雪
に
協
力
し

コ
ミ
収
集
目

て
く
だ
さ
い
。

ω
ゴ
ミ
は
、
ゴ
ミ
袋
又
は
容
器

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
ゴ
ミ
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
を
区
別
し
て
、

決
め
ら
れ
た
日
の
朝
8
時
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
降
雪
等
の
た
め
、
集
積
場
所

の
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

-
年
末
・
年
始
の
し
尿
く
み
取
り

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

(
し
尿
処

現
場
)
で
は
、

ロ
月
引
日
嗣
午
後
か
ら

1
月
7
日
制
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
間
、
倒
魚
津
環
境
衛
生
の
し

尿
く
み
取
り
作
業
も
休
み
に
な
り
ま
す
0

・
年
末
は
、
特
に
し
尿
く
み
取
り
希
望

者
が
多
く
な
る
の
で
、
ロ
月
中
に
申
込

ま
れ
て
も
、
便
槽
に
余
裕
の
あ
る
世
帯

は
、
一
月
に
入
っ
て
か
ら
収
集
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い。

申
込
み
は
早
め
に

※
冬
期
間
中
は

次
の
ニ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ω
降
雪
等
に
よ
り
、
く
み
取
り
作
業

が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ω
く
み
取
り
車
の
車
幅
は
乗
用
車
よ

り
広
い
の
で
、
細
い
道
や
、
曲
り
角

の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
く
み
取
り
口
付
近
の
除
雪
に

つ
い
て
も
お
願
い
し
ま
す
。

-
し
原
く
み
取
り
申
込
み
は

偏
魚
津
環
境
衛
生
宮
@
J
3
3
1

。。
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お
に
よ…
。
指
定
河
川
は
次
の
と
お
り
で
す
。

.
清
水
川
上
流
端
平
伝
寺
6
4
8
番
地
先

下
流
端
海
ま
で

・
赤

川上
流
端
浜
経
団
3
4
2
1
番
地
先

下
流
端
経
団
漁
港
ま
で

・
こ
う
な
ぎ
川

上
流
端
浜
経
団
字
鍛
治
屋
回

1
1
1
番
地
先

経
団
漁
港
ま
で

-
く
ら
し
の
一
日
教
室
開
催

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
冬
期
に
お
け
る
住
宅
管
理
の
仕
方
|

住
宅
を
雪
害
か
ら
守
ろ
、
?
!
」
を
テ
ー

マ
に
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
ロ
月
比
日
午
後
1
時
初
分
か
ら

と
こ
ろ
富
山
県
民
会
館

講
師
富
山
大
学
神
川
康
子

-
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

通
産
省
が
毎
年
ロ
月
白
日
現
在
で
製

造
業
を
営
む
全
事
告
京
所
の
み
な
さ
ん
を

対
象
に
生
活
す
る
こ
の
調
査
は
、
我
が

国
の
工
業
行
政
を
進
め
る
上
で
最
も
大

切
な
調
査
で
す
。
ま
た
同
時
に
、
近
年

の
厳
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
処
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
構
造
統
計
調
査
」
と
、
中
小
企
業
育

成
対
策
の
立
案
を
目
的
と
し
た
「
工
業

実
態
基
本
調
査
」
が
生
活
さ
れ
ま
す
。

年
末
年
始
の
多
忙
な
時
期
に
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
が
、
調
査
員
が
お
伺
い
し

た
時
は
、
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

-
準
用
河
川
の
指
定
状
況

準
用
河
川
と
は
河
川
法
第
一

O
O条

の
規
定
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
生
活
河

川
と
し
て
、
治
水
、
環
境
等
の
保
全
上

重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
川
で
、
市

長
が
特
に
指
定
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

下
流
端

・
黒
部
川
上
流
端

吉
島
{
子
中
田
1
8
4
2

番
地
先

下
流
端

・
木
下
新
川

上
流
端

海
ま
で

東
尾
崎
字
外
川
原

下
流
端

・
沌
渡
川
上
流
端

2
7
2
6
1
1
番
地
先

片
員
川
合
流
点
ま
で

友
道
字
中
坪
2
5
1
番
地
先

下
流
端
角
川
合
流
点
ま
で

な
お
、
準
用
河
川
に
、
流
水
、
土
地

の
占
用
や
工
作
物
の
新
築
等
さ
れ
る
場

合
は
特
に
市
長
の
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
建
設
課
内
線
別
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

57 12年
年月末
1 29 ・
月日年
1 、始
日 30 イ木
、日館
2 、日
日 31の11，000円
日お
3 知
日ら
せ

-
新
川
絵
画
・
書
道

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
展

色
法
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
で
、

次
の
と
お
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
1
展
を
行
い

ま
す
。
お
買
上
げ
に
協
力
お
願
い
し
ま

す。マ
と
き

ロ
月
刊
日
附
i
ロ
月
初
日
制

午
前
叩
時
初
分
i
午
後
日
時

マ
と
こ
ろ
ニ
ュ
ー
ス
ワ
ン

(国
道
8

号
線
沿
)
1
・
2
階

-
各
施
設
の
休
館
・
休
止

マ
総
合
体
育
館

年
末
年
始
は
次
の
よ
う
に
特
別
休
館

し
ま
す
。

・
総
合
体
育
館

ロ
月
刊
ω
日
開
1
1
月
4
日
間
ま
で

.
室
内
温
水
プ
ー
ル

ロ
月
お
日
間
1
1
月
5
日

ωま
で

室
内
温
水
プ
l
ル
で
は
、
ロ
月
1
日

ω
1
3
月
紅
白
附
ま
で
の
冬
期
間
幼
児

用
プ
l
ル
は
、
休
止
し
ま
す
。

マ
学
校
体
育
施
設
開
放
の
休
止

年
末
年
始
の
学
校
体
育
施
設
開
放
は

次
の
期
間
休
止
し
ま
す
。

ロ
月
お
日
開
1
1
月
5
日

ωま
で

マ
負
差
水
族
館

ロ
月
か
ら
3
月
ま
で
毎
週
月
曜
日

祝
日
の
翌
日

ロ
月
お
日
開
1
1
月
3
日
制
ま
で

-
ね
ず
み
を
退
治
し
ま
し
ょ
う
グ

口
月
1
日
i
ロ
月
お
日
ま
で
県
下
一

斉
に
第
一
期
ね
ず
み
駆
除
運
動
に
は
い

り
ま
す
。

ね
ず
み
は
餌
の
関
係
で
冬
期
は
屋
内

や
そ
の
近
く
に
住
み
つ
き
、
た
え
ず
食

物
を
求
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ね
ず
み
に
よ
る
被
害
は
数
多
く
、

特
に
家
具
、
調
度
品
、
家
の
壁
面
や
、

電
線
、
ガ
ス
管
ま
で
も
か
じ
り
不
測
の

理解願おを またしし れわ すを旨るたと こ 士語企IA E 量

い ので年状る賀 市5のほで五ど雪 粛自 力ず

号し 、員史せのを め 年賀

E宮 車尺思とL 問 申を 状
重 合の号、 せ

、-

。。

災
害
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
戸
伝
染
病
の
媒
盆
守
、
衛
生
的

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
グ
こ
の
ね
ず
み
を

一
斉
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

-
駆
除
方
法
と
し
て

ωね
ず
み
か
ご
、
パ
チ
ン
コ
等
の
機
械

的
駆
除
法
。

ω殺
そ
剤
(
毒
餌
)
に
よ
る
化
学
的
駆

除
法
。ωね
ず
み
の
生
活
か
ら
食
物
と
生
息
場

所
を
奪
う
こ
と
に
よ
り
、
駆
除
を
は
か

る
生
態
的
駆
除
堵

こ
の
う
ち
、
手
軽
で
効
果
的
な
駆
除

方
法
は
、
殺
そ
剤

(毒
餌
)
を
設
置
す

る
こ
と
で
す
。

そ
の
鉄
則
は
i
l
l
l

ωあ
ら
か
じ
め
餌
を
与
え
て
、
場
所
な

ら
し
す
る
こ
と
。

ω設
置
箇
所
を
な
る
べ
く
多
く
し
、
あ

ま
り
場
所
を
か
え
な
い
こ
と
。

ω餌
は
あ
ま
る
程
の
量
を
置
く
こ
と
。

J
圧
意
。
殺
そ
剤
(
毒
餌
)
を
設
置

す
る
と
き
は
、
幼
児
、
こ
ど
も
の
手
の

と
ど
か
な
い
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ

|ふ納税ガイド@固定資産税第3期分納期限iI月~日|
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-
踏
切
事
故
の
防
止

-
a

、

列
車
進
行
方
向
指
示
器

魚芳希O'e然 魚族紹介(61)

V
万
一
踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら

ま
ず
非
常
ボ
タ
ン
を
使
う
こ
と
。

V
非
常
ボ
タ
ン
の
な
い
所
で
は
、
た
だ

ち
に
信
号
炎
管
や
赤
い
布
を
使
っ
て

列
車
に
危
険
を
知
ら
せ
る
こ
と
。

※
積
富
の
た
め
、
ス
リ
ッ
プ
や
エ
ン
ス
ト

を
お
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
、
早

目
に
ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
又
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン
を
取
付
け
ま
し
ょ
う
。

-
日
ソ
漁
業
交
渉
団

顧
門
と
し
て

日
ソ
漁
業
政
府
交
渉
団
は
、
日
月
四

日
か
ら
二
百
カ
イ
リ
水
域
内
の
魚
種
別

漁
獲
量
割
当
交
渉
が
始
ま
り
そ
の
中

に
あ
っ
て
、
魚
津
漁
業
協
同
組
合
組
合

長
魚
崎
義
雄
氏
は
、
県
内
で
も
初
め
て

の
相
談
役
と
し
て
サ
ン
マ
業
界
を
代
表

し
重
要
な
責
務
を
負
っ
て
活
躍
を
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

本州中部以南に分布する暖酒性の魚で.水深20

-----50mの岩礁にすむガ産卵期の夏には浅場に移動
する。工ピ，力二，貝類ガ好物で大きくなると30
αnに達する。雄は背びれのT本ガ糸状に長くのび

る。皮をはいで食べるのでJカワハギJ の名ガあ
るガ，魚津でいう「パフチコキJは身ぐるみはガれ

るのをズパリ表現している。フクに近い仲間だガ，

毒はなく，チリ鎗に最適で特に肝臓は美味である。

-
標
準
小
作
料
金

標
準
小
作
料
は
、
三
年
ご
と
に
改
定

さ
れ
ま
す
が
本
年
は
そ
の
改
定
の
年
に

あ
た
り
、

3
月
の
農
業
委
員
会
総
会
で

次
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

-標準小作料
遁周期間 S56.4 .1-S 59 .3.31まで

適用作物水稲

区分 収量 標準小作料(田)

1 520 kg 31，700円

2 500 27，800 

3 480 23，800 

4 460 19，900 

5 440 14，700 

6 420 9，600 

-
郵
便
局
か
ら
の
お
願
い

。
年
賀
状
は
ロ
月
刊
日
か
ら
受
付
を
始

め
ま
す
。

年
賀
状
は
ロ
月
刊
日
側
、

小
包
は
口
月
刊
日

ωこ
ろ
ま
で
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。

。
郵
便
局
で
は
、
郵
便
番
号
で

区
分
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
正

し
い
「
郵
便
番
号
」
と
「
住
所
」
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。
新
住
居
表
示
制

度
実
施
地
域
の
方
は
、
ぜ
ひ
新
し
い

住
所
を
正
確
に
お
願
い
し
ま
す
。

。
年
賀
状
は
「
市
内
」
「
県
内
」
「
県

外
」
に
区
別
し
て
あ
て
先
を
記
し
た

紙
札
を
つ
け
、
ひ
も
か
輪
ゴ
ム
で
束

ね
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

-
車
イ
ス
用
公
衆
電
話

ボ
ッ
ク
ス
が
お
目
見
え
グ

車
イ
ス
に
乗
っ
た
ま
ま
電
話
が
か
け

ら
れ
る
車
イ
ス
用
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス

が
、
ロ
月
上
旬
に
魚
津
水
族
館
前
に
設

置
さ
れ
ま
す
。

国
際
障
害
者
年
の
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
富
山

・
高
岡
に
次
い
で
設
置
さ

れ
る
も
の
で
す
。
ボ
ッ
ク
ス
の
広
さ
は

従
来
の
一
般
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
約

二
倍
、
中
で
車
イ
ス
の
方
向
転
換
が
で

き
ま
す
。
ま
た
ひ
も
を
引
け
ば
ド
ア
が

聞
き
後
ろ
向
き
の
ま
ま
で
も
出
ら
れ
ま

す。
魚
津
電
報
電
話
局

告
②
1
0
0
0

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

今
月
の

L
P
G保
安
点
検
は
経
団
地

区
(
西
尾
崎
・
持
光
寺

・
江
口

・
岡
経

団

・
西
町

・
中
町
)
で
実
施
。
点
検
に

は
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検

セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

二

酸
化
炭
素
中
毒
注
意
報
グ
』

閉
め
切
っ
た
室
内
で
の
ガ
ス
器
具
使
用

は
大
変
免
険
。
換
気
、
給
気
を
今
す
ぐ

に
グ
【
許
容
濃
度
日
附
(
0
・
c
c
m
ぷ
)
】

金員預託

友田道治新角川二丁目 6，000円

寺崎はる本新 50，000円

吉田健治諏訪町 30，000円

吉田由一末広町 30，000円

中川義明大光寺 20，000円

中川信一住吉 30，000円

剥田道成北中住宅 3，000円

紙谷 智村木町 1，000円

脇坂実雄上村木二丁目 50，000円

小沢梅子友道 100，000円

津泉寿俊中央通り二丁目 100，000円

慶野耕一新角川一丁目 15 0，000円

瀬戸高則新角川一丁目 30，000円

長谷川益雄黒 ・堀切 20，000円

宮元秀雄本江 9，000円

沢崎喜以知平沢 50，000円

本江校下民生委員協議会会長長谷河長作 253，420円

魚岸新市本町二丁目 100，000円

長谷川睦男 文化町 200，000円

海苔洋二諏訪町 30，000円

有沢武雄本町一丁目 5，000円

物品預託

大町婦人会会長奥村信子 古切手 5，000枚

駒見新太郎高校前住宅 中古衣類21点

匿 名 中古衣類20

。め



昭和56年12月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

⑧ 新水族館展示コーナ-紹介
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人(前月対比)

24 ，043( + 3) 
25，995(ー 7)

50 ，038( - 4) 

13，181 

200.75knt 

7.9km 

回刷/魚津印刷株式会社

(10月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線

編集/企画広報室


